


　本県では、平成14年度より神経難病医療ネッ

トワーク支援事業を行っており、症状やその経

過の特徴から身体的にも精神的にも苦痛を伴い

ながら療養生活を送ることを余儀なくされるこ

とが多い神経難病患者の方々が適時適切に入院

でき、あるいは入院していた患者さんがかかり

つけ医を見つけ安心して在宅療養に移行できる

体制整備や、支援者である関係者の資質向上研

修等を実施しています。

　平成 27 年 1 月より、「難病の患者に対する医

療等に関する法律」が施行され、新たな指定難

病医療費助成制度が開始したところですが、難

病医療提供体制の整備については、平成29年 4

月に国からモデルが示され、すべての難病を対

象とした、早期に正しい診断ができ、より身近

な医療機関で適切な医療を受けられる等体制整

備が求められてきました。

　本県としても、こうした国の制度や他府県の

動向等を踏まえつつ、これまで取組んできた神

経難病医療ネットワーク支援事業をさらに発展

させ全ての難病患者を対象とした「難病医療

ネットワーク支援事業」を開始し、兵庫医科大

学病院、兵庫県立尼崎総合医療センター、兵庫

中央病院を難病診療連携拠点病院に指定しまし

た。また、県内41病院を難病医療専門協力病院

に指定しました。更に、令和 2 年度からは、従

前の神経難病医療ネットワーク支援事業は本事

業における「神経難病部会」として新たなスター

トを切りました。

　難病診療連携拠点病院を中心とした支援関係

機関が、神経難病患者に対する支援を一層充実

させるとともに、他疾患分野も含めた全ての難

病患者やその家族に対する支援体制の構築を目

指し、難病医療ネットワーク支援協議会の進展

や各種研修会等に取り組んでまいります。

　引き続きご支援・ご協力を賜りますようお願

い申し上げます。

兵庫県健康福祉部感染症等対策室

疾病対策課長



●日　 時：令和2年12月20日（日）　13:15～15:30　

●参加者：90名

●内　 容：テーマ「新しい難病医療ネットワークの構築に向けて

　　　　　　　　　　～これまでの神経難病医療ネットワークを

  未来につなぎ、つくる～」

　 基調講演1：「新しい難病医療ネットワークの構築に向けて

  ～福岡県の試みを通して～」

　　　　　講師：国際医療福祉大学大学院　福岡薬学部薬学科　教授　

 九州大学名誉教授　(脳神経内科) 吉良　潤一氏

　　　　　座長：兵庫県難病医療ネットワーク支援協議会会長　

 独立行政法人国立病院機構　兵庫中央病院副院長　

  舟川　格

　 基調講演2：「兵庫県における神経難病医療対策のあゆみ

  ～そして新しい難病医療ネットワークの時代へ～」

　　　　　講師：医療法人公仁会　明石仁十病院　脳神経内科　

 前　兵庫県難病相談センター長 市川　桂二氏

　　　　　座長：県立尼崎総合医療センター脳神経内科部長　

 兵庫県難病相談センター長 影山　恭史

●日　 時：令和3年3月5日（金）　14:00～16:00

●参加者：58名

●内　 容：

　 講義 1 :「プリオン病について」

　 講 師：国立病院機構兵庫中央病院　脳神経内科医師

  西田　勝也氏

　 講義 2 :「神経難病を支える医療」

　 講 師：国立病院機構兵庫中央病院　副院長　脳神経内科

 兵庫県難病医療ネットワーク支援協議会会長

 同　協議会　神経難病部会副部会長 舟川　格氏

●国立病院機構兵庫中央病院にて開催予定でしたが、

　 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参集せず

　 Web【MicrosoftTeamsによるオンライン】開催としました。

○兵庫県難病医療ネットワーク支援協議会神経難病部会の立ち上げ

・新型コロナウイルス感染拡大防止の為、 令和 2 年 9 月～ 10 月に書面表決を行いました。

・ 内容 ：兵庫県難病医療ネットワーク支援協議会神経難病部会について ( 要領、 体制、 事業計画等 )

　部会長は兵庫医科大学教授　 武田正中氏、 副部会長は国立病院機構兵庫中央病院副院長　舟川格氏が選任。

・ 書面表決により、 全委員 （22 名） から賛成の表明を受け、 支援協議会の専門部会である神経難病部会が立ち

　上がり、 新体制での活動が始まりました。

○兵庫県難病医療ネットワーク支援協議会及び神経難病部会の開催

・同じく、 新型コロナウイルス感染拡大防止の為、 令和 3 年 3 月に書面表決を実施します。

・ 内容 ：難病医療ネットワーク支援協議会の新しい体制、 令和 2 年度事業評価、 令和 3 年度事業計画　等




